
岡山大学からの見学対応をしました 

農地基盤情報研究領域 (地域防災グループ(善通寺駐在)) 廣瀬 裕一 

 9月 22日(木)に、西日本農業研究センター・四国拠点（生野地区）等において、岡山大学
(教員・学生合わせて５名)ご一行の見学対応をいたしました。一行が到着後、廣瀬より研究紹
介をした後に、オンラインで研究推進部の後藤広報担当から農村工学研究部門の紹介、岡山大
OGである資源利用研究領域 地域資源利用・管理グループの藤井研究員から『地域資源利
用・管理グループの紹介と現在の業務』、地域防災グループの松田グループ長補佐から『園芸
施設の熱収支』の発表がありました。次に西日本農業研究センター四国拠点内のカンキツ試験
樹園地において、西日本農業研究センターの黒瀬チーム長からマルドリ栽培技術に関する説明
がありました。その後、満濃池・土器川等を経由して地域防災グループの研究フィールドであ
る丸亀市の大窪池に移動し、地域防災グループの小嶋研究員から研究に関する説明がありまし
た。善通寺拠点は西日本にあり、東日本にあるつくばを補完すべく、今後も見学をお待ちして
おります。 

   善通寺拠点での研究紹介の様子    生野地区内試験園地での 
マルドリ栽培技術の説明

  土器川 大川頭首工見学の様子   大窪池での研究を説明している様子 
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